
 
 

 
 

 

 

平成26年度実施事業に対する外部評価 
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【日 時】 

第１回  平成２７年９月２５日（金）午後５時００分～７時３０分 

第２回  平成２７年９月２７日（日）午前９時３０分～正午 

第３回  平成２７年９月２８日（月）午前９時３０分～正午 

第４回  平成２７年９月３０日（水）午後２時００分～４時３０分 
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スケジュール等について 

第１回（９月２５日（金））  会場：市役所西庁舎２階 第７・８会議室 

【タイムスケジュール】 

時 間 内 容 

17:00～17:15 あいさつ、説明 

17:15～18:10 「長久手給食食材生産会」の運営支援［担当課：産業課］ 

18:10～18:15 講評 

18:15～18:30 休憩 

18:30～19:25 共用車・バス・安全運転管理［担当課：財政課］ 

19:25～19:30 講評 

 

第２回（９月２７日（日））  会場：市役所北庁舎２階 第５会議室 

【タイムスケジュール】 

時 間 内 容 

 9:30～ 9:45 あいさつ、説明 

 9:45～10:40 内部監査事業［担当課：監査委員事務局］ 

10:40～10:45 講評 

10:45～11:00 休憩 

11:00～11:55 道路維持管理業務［担当課：土木課］ 

11:55～12:00 講評 

 

第３回（９月２８日（月））  会場：長久手市エコハウス 多目的室 

【タイムスケジュール】 

時 間 内 容 

 9:30～ 9:45 あいさつ、説明 

 9:45～10:40 広報活動事業［担当課：消防本部予防課］ 

10:40～10:45 講評 

10:45～11:00 休憩 

11:00～11:55 健康づくり推進事業［担当課：健康推進課］ 

11:55～12:00 講評 
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第４回（９月３０日（水））  会場：長久手市エコハウス 多目的室 

【タイムスケジュール】 

時 間 内 容 

14:00～14:15 あいさつ、説明 

14:15～15:10 市表彰条例による表彰事業［担当課：政策秘書課］ 

15:10～15:15 講評 

15:15～15:30 休憩 

15:30～16:25 適応指導教室事務［担当課：教育総務課］ 

16:25～16:30 講評 

 

 

【各事業の外部評価の進行】 

所要時間 内 容 

15分 業務担当課からの事業概要説明 

40分 外部評価委員による事業ヒアリング 

5分 まとめ・講評 

 

 

【外部評価実施者】 

長久手市行政改革推進委員会委員 

 氏名 所属 実施日 

学識経験者 

（会長） 

和泉 潤 
名古屋産業大学教授 9 月 25 日、9 月 28 日 

中島 美幸 愛知淑徳大学講師 9 月 27 日、9 月 30 日 

杉山 知子 愛知学院大学准教授 9 月 27 日、9 月 28 日 

企業・団体 

関係者 

塚田 敏彦 ㈱豊田中央研究所 9 月 25 日、9 月 30 日 

下崎 一洋 日東工業㈱ 9 月 28 日、9 月 30 日 

江頭 隆行 連合愛知尾張東地域協議会 9 月 27 日、9 月 30 日 

高野 晃二 自治会連合会長・区長会 9 月 25 日、9 月 28 日 

公募委員 
山口 秋男 公募委員 9 月 25 日、9 月 28 日 

島田 智子 公募委員 9 月 27 日、9 月 30 日 
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長久手市行政評価の概要 

 

 

行政評価とは、長久手市民の福祉の向上及び満足度の高い行政を目指すため、

「行政の行っている様々な仕事が、その費用に見合うだけの効果（成果）を出

しているのか」、「無駄や重複になっている部分はないのか」、「特定の受益

者にかたよっていないか」などといった視点から行政の活動を見直し、事業の

進め方を改善していくとともに、実施した事業について、市民に対する説明責

任を果たしていくことを目的とした取組です。 

長久手市の行政評価では、業務担当課が自ら行う内部評価と市職員以外の行

政改革推進委員による外部評価を実施することとしています。外部評価を実施

し、市職員以外の視点からの意見を加えることで、行政評価の客観性と透明性

を確保することに努めています。 

※外部評価は事業仕分けではありません。 

 

 外部評価は、外部の客観的な評価を行い、市職員では気づかない視点を評価

に加えることを目的に実施しています。 

今後は、内部評価、外部評価による行政評価の結果をもとに、業務担当課が

業務改善に努めていきます。 

 

 

 

 

 

●事業評価 
 事業の評価は、A から E までの５つの区分で評価し、各区分の評価内容は下

記のとおりとなります。 
区分 評価内容 

A 現行どおり実施 
B 事業の改善 
C 他事業と統合 
D 運営主体の見直し 
E 事業の廃止の検討 

行政評価とは 

事業の評価 
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●「事業規模」の評価について 
 A から E の区分に沿って事業を改善していくにあたり、事業の規模を、 
①「向上」 
②「維持」 
③「縮小」 

のいずれの方向で改善を行っていくかを評価しています。 
●「事業費」の評価について 
 A から E の区分に沿って事業を改善していくにあたり、事業の事業費を、 
①「増加」 
②「維持」 
③「削減」 

のいずれの方向で改善を行っていくかを評価しています。 
 
 
 
 
 

 

外部評価の結果が、そのまま市の最終判断となるものではありません。内部

評価の結果も含め、行政評価の結果を市長に報告し、それをもとに業務担当課

が業務改善を行い、次年度以降の予算要求に反映させます。 

 

（行政評価イメージ） 
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市長公室政策秘書課秘書係

市表彰条例による表彰事業

①　事業概要

昭和59年度

市表彰条例による表彰事業

　市表彰条例に基づき、長年、市の政治、経済、文化、
社会その他各般にわたって市政の振興に寄与し、又は
市民の模範と認められる善行があった者の表彰を行い
ます。

事務所管の課長から表彰条例に基づく表彰対象者の
推薦を受け、表彰審査委員会にて審議・決定した被表
彰者に対して、表彰状と記念品の贈呈を行います。

◆事業の名称

◆事業を開始した年度

◆事業の概要
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②　事業の実施体制

表彰審査委員会

　委員8名以内で組織

　　委員は、市政に関係する公共的団体の代表者　

　　等、または市長が特に必要と認める者で、委

　　嘱時に70歳以下の者の中から、市長が委嘱し

　　ます。

　平成26年度は7名で組織（女性登用率42.8％）

◆組織体制、人員

③　事業の対象・意図

個人、法人又は団体等で、市表彰条例に定める　
各号に該当する者（原則として、表彰を行う年度
の4/1現在において55歳以上の者）

毎年１回、表彰を行うことにより、表彰対象者の
功績及びその活動を内外に知らしめます。

◆対象（だれ、何に対して）

◆意図（対象をどのような状態にしたいか）
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④　事務事業の目的・実施結果

功績に関係のある事務所管の課長又はこれに相当す
る職にある者が推薦し、表彰審査委員会に諮ります。

功績者を広く推薦するため。

7月に推薦を依頼し、9月中に推薦調書を提出してもらい、11月
初旬頃に表彰審査委員会を開催、１月に表彰を行います。

◆目的

◆事業を構成する事務事業

◆事務事業の実施結果

⑤　事業費

70千円

・委員会報酬　37千円

・記念品等　　15千円

・会議等茶代　 4千円

・筆耕委託費　 7千円

・写真代　　　 7千円

◆平成２６年度決算額

◆決算の主な内訳



①

⑥　他市町の実施状況

（平成26年度実績）

瀬戸市…公益功労者　個人8人、市政功労者　個

　　　　人5人

尾張旭市…市政功労者　個人7人、団体2団体

日進市…市制20周年記念功労表彰　個人35人、団

　　　　体28団体

東郷町…町政功労者　個人8人、団体1団体

豊明市…市政功労者　個人3人

◆近隣市町や先進都市等の状況

⑦－１　事業の成果

受賞を承諾した表彰候補者の割合

表彰をされることで、個人・団体の励みとなると
ともに、活動自体への市民の方の関心や理解が深
まることから、対象者には受賞を承諾してもらう
ことが望ましいため。

◆事業の成果指標

◆成果指標の設定理由
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⑦－２　事業の成果

100％

表彰をされることで、個人・団体の励みとなる
とともに、活動自体への市民の方の関心や理解
が深まることから、対象者には受賞を承諾して
もらうことが望ましいため。

◆成果指標の目標値設定の根拠

◆事業の成果目標

⑦－３　事業の成果

平成26年度　100％

個人3人を表彰　

事業費70千円

表彰審査委員会において表彰することが「適」と
された3人に対し、表彰状を授与しました。

◆事業の評価（評価、事業規模、事業費）

◆事業の成果実績

◆評価の説明
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⑦－４　事業の成果

○平成２５年度事業

　評価：Ａ　　　

　＊本事業が評価対象となったのは、平成25年

　　度からになります。

◆過去の評価状況

⑧　今後の予定

○改善１
長久手「いいね」賞の新設
　職員提案で「より身近な表彰制度の新設」があり、市民等2人以上か
ら推薦があった人（活動年数は概ね2年以上）を顕彰する制度を平成27
年度に新設。市民同士が褒め合うことで幸福度アップを図ります。

○改善２
感謝状制度の新設

　市表彰条例に基づく基準年数の半分程度で感謝状を贈呈する制度を
新設。

○改善３

推薦者の変更

　平成26年度までは各課等の長のほか、自治会連合会長・区長からの
推薦も受けていましたが、活動年数の把握が困難であるため、他市の
推薦状況を参考に推薦者は各課等の長のみにする見直しを行いました。

◆事業の改善内容等
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参考：長久手市表彰条例施行規則別表

功績事項 表彰基準

1 地方自治の進展に貢
献し、その功績の顕
著なもの

ア　市長として４年以上在職した者

イ　市議会議員として８年以上在職した者

ウ　副市長又は教育長として８年以上在職した者

エ　教育委員又は監査委員として１２年以上在職し

た者

オ　選任にあたり議会の同意を必要とする職に１２

年以上在職した者

カ　行政相談委員、又は人権擁護委員として１２年

以上在職した者
キ　地方自治の進展に貢献し、特に功績のあった者

2 教育、学術、技芸、
体育その他文化等の
振興に貢献し、その
功績の顕著なもの

ア　教育、学術、技芸、体育、文化等の団体の長と

して１２年以上在職した者
イ　教育、学術、技芸、体育、文化等の振興に貢献
し、特に功績のあった者

参考：長久手市表彰条例施行規則別表

功績事項 表彰基準

3 産業の開発、振興に
貢献し、その功績の
顕著なもの

ア　商工、観光、農林、畜産等の団体又は組合等の

長として１２年以上在職した者

イ　土地改良区及び土地区画整理団体の長として１

２年以上在職した者
ウ　産業の開発又は振興に貢献し、特に功績のあっ
た者

4 社会事業又は民生の
安定に尽くし、その
功績の顕著なもの

ア　民生委員、児童委員又は保護司として１２年以

上在職した者

イ　公的社会福祉団体又は社会福祉関係団体の長と

して１２年以上在職した者
ウ　社会事業又は民生の安定に尽くし、特に功績の
あった者

5 保健衛生の向上に貢
献し、その功績の顕
著なもの

ア　市内の幼稚園、保育園又は小中学校の校医等と

して１５年以上在職した者
イ　保健衛生の向上に貢献し、特に功績のあった者
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参考：長久手市表彰条例施行規則別表
功績事項 表彰基準

6 交通安全、緑化の推
進又は水火災の防護
に尽くし、その功績
の顕著なもの

ア　交通安全関係団体の長として１２年以上在職し

た者

イ　消防団の団員かつ消防団の団長又は副団長とし

て通算１２年以上在職した者

ウ　交通安全に尽くし、特に功績のあった者

エ　緑化推進に尽くし、特に功績のあった者
オ　水火災の防護に尽くし、特に功績のあった者

7 運輸、交通又は通信
の発展に貢献し、そ
の功績の顕著なもの

運輸、交通又は通信の発展に貢献し、特に功績

あった者

8 奇特篤行者で特に市
民の模範となるもの

殊勝かつ誠実な行いで、特に市民の模範となる者

9 公益のため市に多額
の寄附をしたもの

公益のために市に５００万円以上（会社、団体等

にあっては、１，０００万円以上）寄附した者

10 前各号のほか市長が、
特に表彰を必要と認
めるもの

その他市長が、特に表彰を必要と認める者
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A
B
C0 0 0

市政の振興に寄与又は市民の模範と認められる善行があった市民・団体
う
ち

一般財源 221 73 216 70 216 現行どおり実施

国費・県費 0 0 0 0 0 事業の改善

0 0 他事業と統合地方債

事業期間 事業開始年度 － 終了（予定）年度 － 221 73 216 70

総事業費

総事業費
（単位：千円）

H25予算 H25決算 H26予算 H26決算

事業の意図

216 評価の見方
事業の対象

（だれ、何に対して）

長久手市行政評価票

担当部署
部 課

市長公室 政策秘書課
事業番号 1

H27予算

事業の概要

長久手市表彰条例に基づいて、長年市政の振興に寄与した、又は市民の模範と認められる善行があった市民・
団体の表彰を行います。
事業所管の長等及び自治会連合会長・区長から、表彰条例に基づく表彰対象者の推薦を受け、表彰審査委員
会にて審議・決定した被表彰者に対して、表彰状と記念品の贈呈を行います。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

（平成26年度実績）
瀬戸市…公益功労者　個人8人、市政功労者　個人5人
尾張旭市…市政功労者　個人7人、団体2団体
豊明市…市政功労者　個人3人
日進市…市制20周年記念功労表彰　個人35人、団体28団体
東郷町…町政功労者　個人8人、団体1団体

事業の名称 市表彰条例による表彰事業

基本方針 (5)みんなの力を結集する自治と協働のまち 分野別項目 　(1)住民と行政が協働するまちづくりを進める 施策の進め方 (1)「新しい公共」の担い手としての意識の醸成 フラッグ フラッグ項目

C
D
E

受彰を承諾した
表彰候補者の割
合

80

計画通りに実施した。
表彰の人数が減少傾向にあることから、
各課等に対し、推薦対象となる方の掘り
起しを引き続きお願いしていく。

各課等や自治会連合会長・区
長からの推薦を受け、表彰審
査委員会にて審議・決定した
被表彰者を表彰することによっ
て

100

H25予算 H25決算
H26決算の主な内訳
（単位：千円）

評価

216 70
維持

100 216
維持

％

表彰されることで個
人・団体の励みとなる
とともに、活動自体へ
の関心や理解が深ま
るため、対象者には
受彰を承諾してもらう
ことが望ましい。

221 73
委員会報酬37千円
記念品等15千円
会議等茶代4千円
筆耕委託費7千円
写真代7千円

A
活動に対して敬意を
表すとともに、長年の
活動をねぎらう

各課の長等
から推薦を受
け、10月に表
彰審査委員
会を開催。1
月の表彰式
で個人3人を
表彰した。

①
市表彰条例による表
彰事業

市政の振興
に寄与又は
市民の模範
と認められる
善行があっ
た市民・団
体

事業を構成する
事務事業

目的

対象
（だれ、何に
対して）

評価の説明H26実績 H26予算 H26決算 事業規模

H26目標値

手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

成果指標
H25実績

単
位

成果指標の目標値
設定の根拠

4月～ 7月～ 10月～ 1月～ H27予算 事業費

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

0 0 0

0 0 事業の廃止の検討受益者負担額 0 0 0

ち 0 0 他事業と統合

その他 0 0 運営主体の見直し

地方債
0 0 0

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

活動に対して敬意を表すとともに、長年の活動をねぎらう。

推薦 審査 表彰

④

②

③

感謝状制度 長年、表彰審査委員会委員から提言をいただいていた、感謝状制度を新設する。事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容（H27以降に実施する内容）

H27以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

①
市表彰条例による表
彰事業

これまで自治会連合会長・区長からの推薦をお願いしていたが、推薦いただいた個人・団体の活動
年数が不明であることも多いため、他市の推薦状況を参考に見直しを行い、H27年度以降からは推
薦は各課等の長のみとした。

長久手「いいね」賞
職員提案で、より身近な表彰制度の新設について提案があった。
市民等2人以上からの推薦があった人（活動年数は概ね2年以上）を顕彰する制度を新設。市
民同士がお互い褒め合うことで、幸福度アップを図る。

④



②

教育部教育総務課

適応指導教室事務

①　事業概要

平成１３年度

適応指導教室事務

不登校児童生徒を対象に、集団生活への適応を促し、
学校への復帰を支援するとともに、相談活動を行う。

◆事業の名称

◆事業を開始した年度

◆事業概要



②

②　事業の実施体制

◆組織体制、人員

　教育総務課

　　　　庶務教育係

　　　　　適応指導教室N－ハウスあい　

　　　　　　職員２人（うち嘱託員2人）

（平成２６年度）

③　施設紹介

長久手市適応指導教室　N-ハウスあい

愛・Ｉ（私）・ふれあい・出会い



②

④　運営方針

⑴　温かく、自由な「心の居場所」
　　づくりをします。
　⑵　自主性、主体性を育みながら、自立
　　する力を養います。
　⑶　対人関係の広がりを援助し、集団
　　への適応力を培います。
　⑷　個に応じた学習活動を進め、学校
　　生活への復帰を支援します。



②

⑤　指導目標

⑴心のエネルギーの回復
　⑵自立する力の育成
　⑶対人関係の援助
　⑷基礎学力の向上

⑥　活動内容

⑴ 学習　　

　　一人一人にあった個別学習



②

⑵ 主な活動

交流会

特別教室 校外学習

スポーツ

⑶　その他の活動１

◎ 相談活動（H26実績）

○臨床心理士
　①心理カウンセラー　月3回  約80件
　②心のアドバイザー　   約10～15件

○指導員
      電話相談２件、来室相談１５件



②

⑶　その他の活動２

◎ 学校との連携

　　　学校訪問・運営委員会・連絡会

◎ 保護者の会「こーひーぶれいく」

　　　各学期１回　　

◎ 自主学習会

　　　月１回　事例研究　　

⑦　事業の対象・意図

長久手市内の小中学生

学校へ復帰してもらう

◆対象（だれ、何を対象としているか）

◆意図（対象をどのような状態にしたいか）



②

　⑧　事務事業の目的・実施結果

学校以外の場に設置した「適応指導教
室」において、スポーツ、体験活動、
個別学習などを行い、集団生活への適
応を図る

不登校児童生徒の登校状況改善

◆目的

◆事務事業の実施結果

⑨　不登校児童生徒の推移

学校基本調査より



②

⑩　通級の状況

ながくての教育より

⑪　事業費

５，６４２千円

職員人件費　　　　　４，５６９千円

相談報奨金等　　　　　　３４５千円

消耗品費等　　　　　　　５０７千円

通信運搬費等　　　　　　１４３千円

備品購入費　　　　　　　　３４千円

◆平成２６年度決算額

◆決算の主な内訳

◆平成２７年度予算額

６，９８６千円



②

⑫　他市町の状況

全国のほとんどの市町村にて実施。

　日進市：ハートフレンドにっしん　　１４名
　東郷町：ハートフルとうごう　　　　６名
　豊明市：豊明フレンドひまわり　　　５名
　　　　　　　　　　　（H２７年　通級人数）

◆近隣市町の状況

⑬－１　事業の成果

学校への復帰人数

◆事業の成果指標

１人

不登校児童生徒の学校への復帰が事業の最大の目
的であるため。

◆成果指標の目標値設定の根拠

◆事業の成果目標



②

⑬－２　事業の成果

３人

評価：Ａ

事業規模：維持

事業費：維持

不登校の児童生徒の指導のために必要であるため、
現行どおり実施していく。

◆事業の評価（評価、事業規模、事業費）

◆事業の成果実績（平成２６年度）

◆評価の説明

⑬－３　事業の成果

○平成２５年度事業

　評価：Ａ

○平成２４年度事業

　評価：Ａ

○平成２３年度事業

　評価：Ａ

◆過去の評価状況



②

⑭　課題と今後の方向性

・　学校とのバランス
・　不登校児を抱える教師へのサポートや引きこも　　
　りへの対応
・　非行や怠学児童生徒、障がいを持つ児童生徒　
　への対応

◆事業の課題

◆今後の方向性

学校との連絡を密に、適応指導教室に通級していない不
登校児童生徒への働きかけや、その保護者、教師等への
相談事業にも力を入れて取り組んでいく。

ご静聴ありがとうございました



②

A
B
C事業の意図 地方債 0 0 0 0 0 他事業と統合

長久手市立の学校に通学する小中学生
う
ち

一般財源 5,332 4,774 5,749 5,642 6,986 現行どおり実施

国費・県費 0 0 0 0 0 事業の改善

事業の概要 不登校児童生徒を対象に、集団生活への適応を促し、学校への復帰を支援するとともに、相談活動等を行う。

他市町の実施状況
（近隣市町や先進都
市の状況等を具体的

に記載）

ほとんどの自治体で実施

総事業費

総事業費
（単位：千円）

H25予算 H25決算 H26予算 H26決算 H27予算
事業期間 事業開始年度 平成１３年度 終了（予定）年度 5,332 4,774 5,749 5,642 6,986 評価の見方
事業の対象

（だれ、何に対して）

基本方針 (4)文化をみがき、人が輝くまち 分野別項目 　(1)子どもの確かな学力と生きる力を培う 施策の進め方 (2)教育内容の充実 フラッグ フラッグ項目

長久手市行政評価票

事業番号 116 事業の名称 適応指導教室事務 担当部署
部 課

教育部 教育総務課

C
D
E

1

人

不登校児童生徒の学
校への復帰が事業の
最大の目的であるた
め。
H26　入級者　7名

5,332 4,774 適応指導教室指導
員報酬　4,569
相談報償金　345
消耗品費　507
通信運搬費　143
備品購入費　34

A
不登校の児童生徒の指導のために必
要であるため、現行どおり実施してい
く。

学校以外の場に設置した「適
応指導教室」において、スポー
ツ、体験活動、個別学習などを
行い、集団生活への適応を図
ることで

3 5,749 5,642
維持

1 6,986
維持

10月～ 1月～ H26目標値 H27予算 事業費

① 適応指導教室事務

長久手市立
の学校に通
学する小中
学生に

随 時

学校へ復帰してもら
う。

不登校児童
生徒の学校
復帰

学校への復帰人
数

事業を構成する
事務事業

目的

事務事業の
実施結果

成果 事業費（単位：千円） 評価

対象
（だれ、何に
対して）

手段
（いつ、どのような手段を使って）

意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

成果指標
H25実績

単
位

成果指標の目標値
設定の根拠

H25予算 H25決算
H26決算の主な内訳
（単位：千円）

評価
評価の説明H26実績 H26予算 H26決算 事業規模

4月～ 7月～

事業の意図
（対象をどのような状
態にしたいか）

学校へ復帰してもらう。
地方債 0 0 0 0 0 他事業と統合

その他 0 0 0 0 0 運営主体の見直し

受益者負担額 0 0 0 0 0 事業の廃止の検討

ち

④

③

②

事務事
業の改
善内容

事務事業 改善内容（H27以降に実施する内容）

H27以降新
規に実施す
る事務事業

事務事業 事業概要

④


